
 

 

    

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

〒975-0031 

福島県南相馬市原町区錦町一丁目 30番地 

ＴＥＬ:(0244)26-1314 

ＦＡＸ:(0244)26-1318 

E-mail:sousou.kyouiku@pref.fukushima.lg.jp 

○日 時：令和６年１０月２５日（金）９：５０～１６：１５ 

○会 場：南相馬市立原町第一小学校（南相馬市原町区東町２丁目６６） 

○参加者：小学校教諭２５名、中学校教諭２１名 合計４６名 

○内 容：講義「授業参観の視点とワークショップ型事後研究会の方法」  授業説明「研究授業の視点」

○内 容：授業参観 理科「てこのはたらきとしくみ」  協議「ワークショップ型事後研究会」 

○内 容：講義「授業改善の視点～ＰＤＣＡサイクルを生かして」  

 

 

 

〇 悩みながらの日々であるが、今日の研修で色々な指導技術や授業改善の 

方法を学んだので、ぜひ実践していきたいと思った。 

〇 協議では、班のメンバーでそれぞれ視点の違った意見を出し合い、あたたかい 

雰囲気で話合いができた。子どもたちの見取り方や指名の仕方を学んだ。 

〇 授業者の先生にたくさん質問をすることができ、疑問を解消することができた。 

また、自分の授業で取り組みたいことについて助言をいただくことができた。 

〇 教科や校種によらず、抱える課題や疑問は同じようなものがあり、自身の 

課題解決につながった。４月からの研修を通して、たくさんの学びがあった。 

【研修のまとめ】 

  本日の講義、協議等の内容を踏まえ、初任者として今後の授業実践や研修等に臨むにあたり、以下のこと

に留意していただきたいと思います。 

○ 授業を参観する際には、自分自身の課題意識をもって臨むこと。また、授業者の視点と学習者の視点の

双方を往還しながら、授業改善に向けての手立てを探ること。 

○ 事後研究会には、様々な方法・スタイルがある。授業記録から教師の発話内容や子どもの姿などの事実を

基にして積極的に意見を出し、語り合うことを通して、授業者にも参観者にも意義のある時間にすること。 

○ 授業改善のためには、自身の実践をＲＰＤＣＡサイクルに基づいて振り返ること。その際には、「授業改善

グランドデザイン」などの資料を参考にして、自分の授業を継続的・客観的に見直すこと。 

 

 研修の感想
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